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弔 辞
ま っ た く,思 い が け な い こ と で ご ざい ま した 。
高橋 洗先生 は,1952年8,月,旧制武蔵高等学校兼 日本 女子大学教授 であ'られ
た英 文学者高橋泰先生 の次 男 として東京でお生 れにな りました。実 は,私 も,高
橋先生 と同 じ1925年生 れで ご ざい ますが,そ の年 は,日 本流 に申 します と,大
正14年 であ り,実 質的 には大正 の最後 と もい うべ き年 で ござい ました。 小学校
の国語教科書 も私 たち までは,黒 白刷 りで 「ハナ ハ ト マ メ マ ス ミノ」 で
は じまり,次 ぎの年か らは色刷 の 「サ イタ サ イタ サ ク ラガ サ イタ」では じ
ま りま した。 昭和前半期の軍国主 義的 旧体制 の末期1945年に成年 を迎 え ました。
大学教育 もいわゆる旧制でございました。私たちは共に今年古稀 を迎え,来 年3
月には定年を迎えるはずでございました。高橋先生。私たちは,常 に,時 代の最
後 を共に歩んで来たような気がいた します。
高橋先生は,旧 制武蔵高等学校,東 京帝国大学経済学部をご卒業後,日 本評論
社にご入社r経 済評論』の編集に携わられたあ と,高崎市立短期大学(現 在の高
崎経済大学)の 助教授 をへて,1958年4月から明治大学経営学部の助教授,次 い
で教授 として社会政策,労 働科学論,労 使関係論等を,ご 担当にな りました。
高橋先生は,1977年3月,「日本的労使関係の研究」によって経営学博士の学
位を得られ ましたが,そ のご研究は,日 本的労使関係およびその象徴的現れであ
る企業別組合の組織 と機能の特質を解明 し,年功賃金,終 身雇用の慣行が支配的
となっている大企業の労使関係が,戦 後 日本 においてどのような要因 と条件によ
って生成 ・変質 ・展開 したかを究明 された もので,労 使関係を企業者側からだけ
でな く,労働力の供給者側,と くに労働組合の組織 と政策 の中に捉 らえようとさ
れたす ぐれた労作であ りました。先生は,さ らに数多 くの著書,論 文によって学
しんで余 りあ ることでござい ます。 これか らは,先 生 のこ意思 をついで,大 学の
た め社会のために力 を尽 くして参 りたい と存 じます。
お別 れの時が参 りました。高橋先生 どうか安 らかにお眠 り下 さい,そ して残 さ
れ ました奥様,ご 家族 の皆様 の上 に加護を賜わ りたい と存 じます。 そ して,先 生
が長 くお勤 め にな りました明治大学 の将来 も見守 って頂 きたい と存 じます。名残
は尽 き ませんが,以 上 を もち まして私の弔辞 と致 します。
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